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要 旨

食塩水椙解月1商流電源として220V 50,00nAシリコフォーマを完成し,台湾チャイナプラスチックス祉竹南

工場へ納入した｡本装掛よ66kVのじか落しで,直流電圧55Vより220Vまで調整することができる｡負荷

時タップ切換装置付変圧器,電圧調整用可飽和リアクトル,シリコンヨ整流一器を一体構造としたシリコン変圧整

流装置で総合効率97%以上が得られた｡

製作i･こ際してほ,最高の幼ヰミが得られるよう,枚器の合理的な設計と,配置により損失の低減を図るととも

に,シリコン整流器の電流平衡,定電流制御方式についで折重な検討を加えた｡

本装置は叩挿｢140年8月運転を開始し,現4三好調に稼働中である｡

1.緒 ロ

シリコフォーマ(Silicoformer:口立シリコン変圧整流装置)は,

すでに紹介されたように(1),シリコン幣統語詩と変圧㌍詮を一体とした

新しい整流装博で,旧和38年開発以来ノ3､連な発展を遂げ,今回単器

学事量11,000kW220V50,000Aのシリコフォーマを完成した｡

本装置は台湾チャイナプラスチ､ソクス社(輩夏塑膠股併有限公司)

の食塩水電解用血流電源として使用されるもので,わが国から輸出

されるシリコン変圧整流装経としてはこi亡鈷的怨鼓である｡

シリコフォーマは,従来の機器Flう一紙別抑惇空挺流装掟に比べ,効率

力率がすぐれ,据付床面桜が′トさく,現地+二〉井が間中となるなどの

利点が多いため,顧客の最初の計画では従来の中独別荷形で引合仕

様書が出されたが,日立製作所の推奨により,積極的な賛同を得て

シりコフォーマの採用となったものである｡

すでに｢l立製作所では,7ルミニウム製錬川風冷式200kWlO,000

Aシリコフォーマの2年以__l二にわたる肌=洞な運転尖枯のほか,敢鉛

電解帽送油風冷式4,000kW16,000A4f†をはじめ各稚のシリコフ

ォーてを製作している｡このようにシリコフォーマほ,各種電解用

直流電源に使用され,非常にすぐれた実績を残しており,今後ます

ます多く使われていくものと思われる｡

今回完成した11,000kWシリコフォーマは,従来の大電流整流装

置(2)の経験を基礎に惧轟な検討の結果製作されたもので,試験結果

は予期以上の好成績が得られた｡牛与に,直流電圧が55Vより220V

まで広範囲の調整にもかかわらず,その総合効率は66kV受電端了･

より電解構内流開閉詩語までのいっさいの接続む享体を含めて,97%以

上が得られ,現地据付工事も,わずか4i矧呂]で運転が開始されるな

ど注目すべき点が多い｡図lはその外観を示す｡

以下本設備の概要と技術上の要点について述べ,この種電源の合

二哩的設術計画の参考に供したい｡

2.設備の概要

図2は本設備の単線結線図を示す｡おもな仕様ほ次のとおりで

ある｡

交 流 入 力

て定格入力電圧 66kV-33kV 3相

入力電圧変動 661こⅤ一33kV±5%

*

日立製作所目立+二場
**

日立製作所国分工場

囲111,000kW220V50,000Aシリコフォーマ

定格周波数

直 流 ㌻_H 力

定 格 出 力

一定 格 電 FE

二道 格 電 流

電Jf 調 整

了例 御 方 式

制 御 精 度

60c/s

ll,000kW

220V

50,000A

220～110V

llO･- 55V

完電流制御

±1.5%

(変圧器1次△)

(変圧器1次人)

運転当初の電源ほ33kVで受電し,やがて系統が66kVとなるた

め変圧器1次電凪ま2重定格となっており,電解槽数16僻で運転を

開始するため,変圧器の1次ほ33kV星形折線,担二流55Vで起動

し逐次舛圧する方式である｡

2.1受 電 設 備

制弧遮断器BOS-150A-PABxl台72kV800A遮断容量1,500

MVA,計器用変圧変流器×1子?,断路器69kV600Ax2台

2.2 整 流 装 置

シリコフォーマ×1台下記により構成される｡

整流器用変圧器×1台屋内用送油水冷式 負荷時タップ切換装
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買付WFLIC-3YC13,500/19,100kVA66-33kV/DC220～55

V相当△一人/人Y 3相60c/s連続

電圧調整用‾叶飽和リアクトル×12台DトFXQ乾式自冷式H種

絶縁,調整電圧7.2V電流7,225A連続

シリコン整流詩語×2純水循環水冷式 6相2重星形WEBK-

6ⅩR5,500kW220V25,000AlOO%連続150%1分
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図3 11,000kWシリコフォーマ配置図

準

相問リアクトル×1台乾式自冷式H種絶縁DトFXQ

3,650kVA回路電圧DC220V線電流25kA180c/s連続

2,3 制 御 装 置

制御盤BD【SRxl面

定電流制御盤CD-SRxl面

直流計器用変流器DUT-Rx2台DC30kA/AC50A40VA

直流開閉器L-DAx4台DC250V30kA

図3は機器配置を示す｡

3.1l.000kWシリコフォーマ

本シリコフォーマの仕様上のおもな特長をあげると次のとおりで

ある｡

(1)直流電圧の調整範開が広い(220～55V)｡

(2)66kVからのじか落しである｡

(3)単器で直流電流が50,000Aである｡

(4)直流出力電流は400%50msの過負荷容量をもつ(仕様

上)｡

(5)輸送限界がきびしい(幅2.5m,重量45甘以下)｡

これらの条件はいずれも,従来の豊富な大電流整流装置の製作経

験と研究の集積により,十分に満足され,後述のように好成績が得

られている｡

3.1構 造

負荷時タップ切換装置付整流器用変庁器の両側に25,000A整流

器キユーピクルを取さ)付けて50,000Aシリコフォーマを構成す

る｡25,000A整流器2台が並列運転を行なう回路構成となっている

のほ,変圧器と整流器が一体化されていてもなお,変圧器コイルの

口出部より整流器スタックまでの接続導体による電圧降下が大電流

では無視できず,50,000Aを2分割してこの電圧降‾Fを低減し,変

圧器の容量増加を防いで効率向上を図ったものである｡技術的にほ

1キユーピクルで50,000Aの整流器も可能であるが,2分割したの

ほ上記の理由のほか,1キユーピクルが万一運転停_1_卜しても他のキ

ユーピクルで25,000A運転ができることおよび大電流の磁界で生
ずる漂遊負荷損失を少なくするためである｡

電圧調整用可飽和リアクトル,サージ吸収装綻などは整流器キユ

ーピクル内に収納されているので,シリコフォーマの変圧器プッシ

ソグに交流を接続すれば,低圧側から両統が得られる構造である｡

図4はその構造図である｡
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図4 11,000kWシリコフォーマの構造
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大容量器のため変圧語詩,整流旨旨からそれぞれ最適の冷却設計とな

るよう,図5のような冷却系統を採用している｡冷却用1業用水は

熔流器変圧器の順に直列に通水されるので経済的である｡また冷却

装荷は,保勺:作業の便宜をはかるよう使用者からの要甥により,シ

リコフォーマの近傍に別繹とした｡

3.2 シリコン整流器

(1) シリコン燈流素了･

本掛こ使用した素了一ほ次の仕様である.∴-.

形 式 DJ16M

定格せん東通耐電忙 l,300V

定格過渡せん頭逆耐電圧 1,600V

謹格平均順電流 300A

厄病動作払憧 150℃

このDJ形素丁は,電力用素十として電気化学丁業用,電鉄,

巾l■1j上H,動力用などあらゆる用途に最も広範l榔こ使用されて,豊

富な実績を有しているr′,その製作にあたっては,徹底したん1質管

理と厳弔な検査を行なっているので,その信頼度と高性能につい

てほすでに定評がある｡特に国鉄新幹線用電車に多数使用され

て,過幣な電流断続が繰り返されているにかかわらずきわめて良

好な運転実績を示している｡食塩水電解のように比較的電流変動

の少ない負荷では,素了･の事故は初期小良も含めて皆無といって

もよいくらいである｡

(2)整流素子の電流バランスと整流器キユーピクル間のバラ

ン′_ス

25,000A整流器の各アーム内の素子タナ担電流をバランスさせる

ことはかなりむずかしい問題で,並列素了･問の間隔を極力せまく

して,他相の磁界の影響を少なくするよう配置する必要がある｡

素子問電流バランスは一般に±20%程度であるが,本繋流器でほ

什様上±10%以卜とすることを目標とし,電流/ミラソサやバラン

ス用リアクトルを使用することなく,日立製作所のみが使用でき

る素子の順特性のマッチング(a)により後述のとおり良好な結果

を得た｡

また25,000A軽流器キユーピクル問の電流分担は各部接続導体

のインピーダンスの相違,可飽和リアクトルの特性のバラツキな

どにより不平衡を生ずることになるので,変圧器コイルロ出部か

ら整流器にいたる接続導体,整流スタックの配列,直流導体の配

琵は十分バランスするよう考慮され,運転結果も許容値内にバラ

ンスしている｡

(3)冷 却

整流素子を取り付ける小形で冷却効果の大きい図7のクーラブ

ス(冷却体兼用導体)(4)を使用し純水循環により冷却しているの

図6 DJ形シリコン整流素子
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図7 クーラブスの構造

で,前述の並列整流素子間隔も狭く,良好な電流バランスを得る

効果が大きい｡素子を取り付けたクーラブスは紫流器キユーピク

ルの前面に配置され,素子にはハイラップヒューズ(1]立高速限

流ヒューズ)が接続され,並列に接続されるヒューズほ他のクー

ラブスに取り付けられて,電圧詞繁用可飽和リアクトルをfrr通し

て,変圧器2次プッシソグに接続される〔う

嘉一r,ヒューズの点検,交換ほド7を開いて簡桝こ子_fなうこと

ができ,万一ヒューズが溶断した場合ほ警報とともにそ叫立群が

容易にわかるようにな/)ている｡循環する純水はシリコ71--て

の近傍に設綻された純水対‾I二業用水の#冷却掛こより冷却され

る｡紫流器キユーピク′しl勺邪にほ上記整流素‾f･,ヒューズ,叶飽

和リアクトル,サージ吸収装置および接続導体などの発熱体があ

り,大部分の熱は循環する純水iこより運び去られているが,一一端

ほキユーピクル内部の空気中へ放散される｡一方キユーピクノしは

完全密閉式で,外界の腐食性ガスの佼入を防く､＼構造となっている

ので,小形の補助冷却器と送風機によりキューービク′し仙祁の窄㌔も

を冷却し一定温度に押えることができる(-､

3.3 変圧器の特長および仕様

本変圧召削も 入力電圧66/33kV,直流出力電圧220/110Vの4段

切換と言う復稚なで‾‾1二様のはか,出力電庁詞車用負荷時タップ切換装

置および自J飽和リアクトル,さらにシリコン_整流器までを含めて本

体に取り付けた完全一体構造の変圧整流器である｡なおシリコン轄

流器は5,500kW2ユニットで,変圧器内側面に分割して椴り付け

られる｡

低圧側が大電流で,しかも整流器2分割方式であるため,低仕リ

ード/ミ一については,局部過熱および整流器ユニット相互あるいほ,

相間の電流平衡に閲し特に慎重に検討製作した結果,別項試験紙果

に述べるように優秀な成績が得られた｡

66kVよりのじか落しに関連し,インパルス移行電圧対策として,

低圧端子間および中性点間にセレンアレスタ,コンデンサ,抵抗を

組み合わせてそう入した｡これらほすべて察流器キユーピクノLに内

蔵されている〔〕

木装F…勤ま,輸送限界が幅2,500mm,重量45甘ときびしく制限さ

れているが,輸出品であるため,現地据付作業を極力容易にするこ

とが特に望まい､｡このため,各種輸送制限条件を満足しながら,

リード線を含み中身ほほとんど完全に組立てたまま輸送し得るよ

う,検討を行なった結果,外部の大形部品を取りはずすのみで輸送

することに成功し,現地作業としては,輸送力バーとの交換,ブッ
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図9 電圧調繁用可飽和リ7クト′し

シソグ,コンサベータの取付,冷却器配管作業程度におさめること

ができた.｡

おもな仕様ほ,‾F記のとおf′)である｡

形 式 尉l勺用送油水冷式負荷時タ､ソプ切換装荷付

容 量 13,500/19,100kVA

一日J 肝 66/33kV 3相60c/′s

低 rlミ ロC220/110V

縦 線 三角,晃形いⅠ一洞/二毛足形(相聞リアクトル別

i茸)

定 格 連 続

電圧調整範岡 DC220～110V/110～55V

変圧器の冷却ほ,シリコン整流器と同様冷却効率の大きいコンパ

クトな送油水冷式を採用し,借用1子㌻,予備1台の冷却器を変圧器本

体の近くに設置したr⊃ 図5は冷却装置配管系統図で,常用器(〃Cl)

と予備器(〃C2)は操作盤上で遠隔操作することにより,各冷却器の

油ポンプ(P.,昂)と冷却水の切換弁(V7,l㌔)を簡単に切り換えるこ

とができる｡

冷却系統の保護としては,油配管系統石こ油流指示器(63¢.,63¢2)

を設けており,冷却水系統には,断水警報器(631机,631取)で水量

が規定値以下になった場合ある時限を経て警報するようになってい

る｡なお,休止中の予満器に油が流入し,冷却効果を阻害しないよ

う避止弁(Ⅴ別,V5ヱ)を使用した｡

3.4 電圧調整方式

入刀電圧,出力電圧とも.それぞれ2段階ずつ切り換えるが,す

べて高圧巻線の接続変更によって行なうこととした｡すなわち入力

66/33kVに対しては,2分割した変圧器巻線の直見良列切換により,

直流出力電圧220/110Vは同じく高圧巻線を三角/星形結線に切り

＼J l'

W

じ ∵7

＼･r一 ＼り
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図10 吋飽和リアクト′L制御巻線の接続

換えることによって得られ,いずれもカバー上のハンドホールより

のジャンパー切換によって,簡単かつ迅速に行なうことができる｡

直流電圧220～110Vおよび110～55Vの間は,負荷時タップ切換

器と可飽和リアクトルの組合せによって連続無段階に調薬すること

ができる｡負荷時タップ切換召削よ,変圧器本体に内蔵されており,

33タップで粗調整を行ない,このタップr‾さ刀を整流器キユーピクルに

収納した可飽和リアクトルによって連続的に調整するものである｡

負荷時タップ切換器を用いて大幅な調薬を行なうため,可飽和リア

クト′レの調車幅を比較的′j､さくしたので,本装繹の力率および効率

を下げることなく,しかも連続調整が吋能である｡

図8ほ,本装置の電圧調磐方式を示したものである.′)

可飽和リアクト′レほ自己帰還形磁気増幅器回路を構成し(1),制御

電流に対して定電圧特性を有してお`),負荷峠電｢Ⅰ三調整器のタりプ

間電圧の3/2倍の電肝を調整することができるり

本リ7クト心の鉄心ほ磁気特性のよい冷問比延の方向性ナr素鋼

帯を環状に巻き十分な焼鈍を行なって良好な特性を得た｡変仕器2

次端子と察流器部分を接続する導体を,出ノJ巻線として利用し,こ

れに十分近接して鉄心を配置することにより勒磁アンぺヤターンを

極小にするとともに小形軽量化を図った｡電圧を調整する制御巻線

容量も′+､さく数十アンペヤターンで良好な制御特性が得られた｡制

御巻線および鉄心の絶縁にほH種絶縁を使用し.鉄心ほ内部を貫通

する締付ポ′し卜によってベースに固定されてこねf),スペースフ7ク

タがよく,磐流器キユーピク′り勺にコンパクト;･･こ納まり.保`､1二点検

も簡単である｡図9はその外観である｡

4.制御および保護装置

4.1監視制御方式

定電流制御は【自:流変流器の総合出力を設定値と比較し,その偏差

を磁気増幅器で増幅して可飽和リアクトルによる応茶の速い制御を

行なっている｡可飽和リアクト′しは図2に示すように自己帰還形と

しているため,その動作′なほ負荷電流に無関係iこ制御電流により決

まるので,-】r飽和リアクトノし制御電流回路に検出リレー(57)を.設け

てリアクト′レの動作の上下限を検出し,偏叢量が人となったときほ

自動的に負荷時タップ切換器のタップを切り換えるようにしてい

る｡ニのように負荷時タップ切換と可飽和リアクトルを連動してい

るので負荷電流の調整はすべて制御盤の調整器で行なわれる｡

整流器用変圧器の2次が2垂星形結線のとき,その2次に入力Lた

可飽和リアクトルの励磁巻線の結線方法としてほそのりセットのか

け方から次の三つの方法が考えられる｡第1ほ転流群ごとに直列に

したものを2並列する結線(3直列2並列),第2ほ転流位相の甘し､

に180度異なるものを組にして直列とし3並列する結線 し2直列3

並列),第3ほ6相全部を直列に結線する方法であるが,検討の結果

転流群間の電流平衡の上でもっとも安定な第2の方法を採用した｡

これほ図2,10に示すように互いに組にしたU相とⅩ相,Ⅴ相と

Y相,W相とZ相の制御巻線がそれぞれ吸収電圧を等しくするよう

ー14-
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に動作する結果,相｢朴ノ7クトルをはさむ二つの星形巻線の電流の

平衡をほかることができる〔,さらに二つの整流グループについても

制御巻線のグループを何列に桜紙L電流平衡についてよい結果が得

らJいじ｡

‾l如充乍削先の一汁測ほ磐流器グループごとにL設けた30kAのDCCT

により過電流保誠二および馬流測定を行なうとともに,これを総合CT

で加貨一寸‾る方式とした｡この総合電流回路にほ電流計,.言d録電流計

および脚立1%の【1′棚減巨節二電力計を接続している｡

て別御装同は腎.三視盤,謹電流制御装臥Fゴよび現場操作髄よりなって

いる‥ 7主r三視髄はリレー髄を--･体化した構造で,手動による負荷時タ

ップ切換,定電流制御のときの電流設定を含ぜ),各棟器の制御およ

び状態のrf享子.三祝ほすべてこの健から行なわれる｡また,遮断詩話,変口三

詩誌のタップトンr札交流,l吐流側の`掛1二心よび電流ほすべて監視盤に

て監視できるエうになっている.⊃

図11,12はその外観をホしたものである｡

4.2 保 護 装 置

シリコン掛売lそご壬の保遵にほ過電圧,過電流および素子故障検出が

ある〔J

ユ担屯旺に対しては本設備のように電解用のものは直流側からのサ

ージ′■引十三はないが交流側からのサ･一ジ電忙と整流器の転流時の異状

振跡こユる電比について氾富を‾軒ナるし.交流側からのサージとして

ほ1汀サージ`j左伴と遮断肘洞閉によるサージ電虻について,熔流器川

安土Hそ:子の2次に格子fする比率より整流素子の辿耐電虻との協調を検

討した｡このサーーン`｢引｢三の移行比率咋減のためには変仕旨旨の2次を

コンデンサで如結することが付効であり,この設備においても2淡

路J'･‖如こサージ吸収矧∈二亡な桜紙し,サージ電圧をシリコン幣流素J'･

の端丁･問において､1ん.称呼迎電fl二の1.5倍+こ=､一になるようにした｡,

図11 制 御 盤

整流器用変蛙暑註

2 次

図12 走電流制御装置 図13 ヒ
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過電流保護としては,瞬時要素を内蔵した目立10-C2形限時過電

流継電器を使用し,これを交流側および直流側の各悟流器グループ

ごとに設けた｡最近の懲流素子は信般性がJ卜者に高いので紫沈宗一‾r･

の短絡を考えなくてよいはどであるが,短時間過電流の保護も兼ね

て素子の2並列ごとにハイラップヒューズを綾川した｡人電流電解

設備においてははとんど停電を許さない連続運転が要求されるた

め,万一ヒューズが1本溶断してもそのまま残りで全負荷運転を継

続できるよう整流素子のl仁列数が考慮されている〔)溶断したヒュー

ズほこれとJ仁列に接続したミ幣報ヒューズの動作によりどのヒューズ

が溶断したかを表示するとともにその接点によりて警報を行なってい

る`-+図13はヒューズ溶断検出装ど芦亡の原′哩周で,いずれの相でもと

二L-ズ溶断1本までほ第1段警報川リレーのみ軌作して運転を継続

できる〔〕万一同じ相で2本11l二のヒューズが溶断したときほじガ)て

第2段トリップ川リレーが動作L女≡流速晰語E壬ろご開放する｡

その他冷却系統についてほポンプ,フー7ンなどの運転綽l卜,水,

油の流れ継電器,キユーピク′し,水,油などの温度継電器により保

避を行なっているリ

5.機 器 配 置

図3に示すとおり,シリコフォーーノに接近して,相聞リアクトル,

向流焚流諾隷,l白二流開閉器,冷却装梓が設跨さjLる｡但流電流50,000

Aのため,直流唱休ほ仕様卜の電流照度1.2A/mm3により1mさ!1

たり,重量370kg,1.3kWの損クこになるっ このため向流導体はで

きるだけ短くして経済的な配打とせjユばならない′〕相r‾即ノアクトル

と血流開閉器は保ナ､■J:点検卜許される他州に近指して据え付けられ

るが,舟流射充詩語の.没掛こは次のfi三忍が必要である._､すなわケ_J,向

流変沈当別ま外祁の磁界の影常により.…り圭是を生ずるので,近傍の条件

を十分検討する必要がある.｡頼続発統語さ圭を賢通する向流導体が卜分

良い但線の場合と,変統語詩を上fi■過して向ちに内的にl壬Ⅰト,た]人態では,

変流器の鉄心の磁化状態が〕一冬なるため計測馬流の指示値に差を生ず

る｡同様に接近して向流導体が↓設臣三されたり,相聞リアクトルなど

の磁件材料が近傍にあるのほ望ましくない｡このためある所定の距

離を保って設置することが肝要である｡

本配置でほ,直流導体を短くする経済性と変流器誤差の双方より

慎重に検討して決定した｡｢l二場における総合組合せ試験で,l自二流変

流器単独の指示と実際配荷の指示とほ精度【勺で一致し,本配置で直

流指示は前席なことを確認している｡

木シリコフォーー√の所安抹面掛よ,従来の機器単独別荘形の場存

に比べ表1にホすとおり42%節減されており,建櫨を2階構造とす

る必要のない点もシリコフォーマの有利性を示すものである｡

占.試 験 結 果

工場で完成した変圧一器,シリコン整流器,可飽和リアクトルに対
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蓑111,000kW220V50kA設備におけるシリコフォーマ

と従来形との床面積比較

シリコ7-†-マ 従 来 坪三

円上置 昌⑤岩⑧
④

3⑥

口｡00⑦④

呂5①⑨④

⑥

退校1郎～享 12×12m2 12二く17m2

rdトト比 100% 142%

(注) 1:変rl三旨言

4:DCCl､

7:叶胞紬りアクト

2:整流器 3二相聞リアクトル

5二冷却器 6:lち二流開閉器

して叩･独での試験を行なうとともに,シリコフォーマとして-▲体に

机み立て現地と同様に相間リアクトル,直流変流器を配置して全装

掛こ対する厳重な試験を行なったL｡

絶縁試験,雷サージ移行,開閉サージ,温度上昇,水冷却系統水

圧試験,直流電流計測試験など,+二場で完成した姿で総合の組合せ

試験が行なわれたため,現地での諮特性がたいはん二L場で得られた｡

このノ∴ミ,使用者の便宜が増したと言えよう｡

(1)効 率,力 率

効率は,交流側遮断器から直流開閉器出力端子まで,仝接続導

体を含めた総合規約効率で97.04%が得られ,同様に力率は92.4

%が得られた｡現地での実際運転における値も,これらの値とほ

とんど変わらないものと思われる｡

(2) 弓鞍流器電流バランス

シリコン紫流素子間の電流バランスほ前記3.2項で述べた考慮

を払うことにより,図14に示すようにl二場組合せ試験で±10%

以‾‾F▲のバランスが得られた｡

(3)変 圧 器

絶縁耐九 温度上昇試験など通常の試験項目について満足すべ

き紙果が得られたが,本変圧器ほ特に66kVからl自二流220Vまで

一段で降圧する,いわゆるじか落しのため,雷サージ移行電圧の

一轄流掛こ対する許容値についでl真電に検討した｡仕様上移行値ほ
相当過酷なものであったが,効果的なサージ吸収装置を使用した

ため,移行率をわずか0.28%に抑制することができ,電圧協調に

十分な一女全性を1‡証することができた｡

(4) 厄流`電流計測

向流変流器の配置については前述5項のとおり,他磁界の影響

について十分考慮を払った結果,現地と同じ据付状態で測定して,

その誤差は＋0.2～＋0.6%の良好な値を得た｡また直流変流器の

総合加算凶路に組み合わせた庶流積算電力計についてほ,定格電

圧における誤差＋0.2～＋0.3%,また電圧70～50%においても所

期の誤差内に収まる結果が得仁)れた｡

7.韓 日

以上食塩水電解用11,000kWシリコフォーマの概要とその特長
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について述べた｡本装掛よ輸出占戸-として記録的容量であるばかりで

なく,シリコフォーマの長所を十分に発揮して総合効率97%以上

に達した｡現地据付工事も,棟器搬入より運転開始まで実働約4週

間の短期間で完成し,昭和40年8月運転を開始し,巨1下好調に運転

を続行中である｡定電流制御も予期以上の好紙果が得られ,図15

の現地運転電流チャートに示すように±0.6%以下の精度で運転さ

れている｡

日立電力用シリコン整流素子についてはすでに豊富な実綻を右

し,その高性能,高信板度ほ退憾なく発揮されている｡

口立製作所は,電気化学⊥業の分野に二机､て食塩電解用のみなら

ず,あらゆる種類の電解用シリコン整流諾旨を多数拳法作してきたが,

本装置に示された総合技術の成果ほ,そのまま広く応用することが

でき,最近の日立高耐圧シリコン整流素子3,000V300Aの完成に

より,さらに大容量器を小形,高性能化することが可能となった｡

最後に本装置を採用されたチャイナプラスチックス杜の関係各位

のご指導ご協力に対し喪心より謝意を表する次第である｡
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